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に秘蔵されていた,洪方に関する淡文で言i1-かれたTtl

打を見せていただく機会があったoそれは以下の4

つの諾-物である0
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･錐経本一挺

･仲胃諭

･霊梱

いずれも江戸期に入ってEl本で木刺さi'LたLl個医
p -fl芋の刊本であり,古びた表紙をはじめ,古人が丁蝉

に丁寧に頁をめくった後などあり,洪方に難味のあ

る私としては感激した次節である｡

さて,傷薬六ilFは陶氏似避仝壬三一ともいい,15-1吐紀

･tり別に中国で陶節確によって恥かれ 6巷からなっ

ている｡

聴之-の陶氏家秘は侮寒の柄証をl11心にし,瓜 1.EuL,

凪7,FI=lll,温度等の納許を述べたものQを之二のlリ掴!kJJL

諭は ｢佐吉発明理論｣を改定したものである｡准之三

の†筋寒塙言は陶氏の傷薬論にIAJする考えをまとめた

ものである｡奄之匹lの殺車槌方は.主に投室料こつい

てまとめたものである｡

巻之五の-i,Lg全啓蒙は,｢協耗促舶｣という-IlF物を

卿説したものである｡

巻之六の記44(

放汀網は,似輝

の嫡因や投薬を

弁じ.男女の述

い等を述べたも

のである ｡これ

らの 全 体が,

非 ･LT･秋 ･冬

の4EIEj-本におさ

められていた.

これらは撰プJ-

の7fTj,If,Lとして]Fli･

もirT姿で,TLij暦

2001年頃漠の時

代に中国で門か

ナした傷薬論の肺

hTo.19 19()6

藤 原 久 義

説本であるC

さて.傷寒論とは東洋医学の古J,lLLの第-とさ1'Lる

ものである.主に急性疾患,現代医学からみると腸チ

フスと欺似した疾心に刈する嫡状の変化と,それに

対する淡プチ治栃の仕方を事細かにLL･休(伽こ記職した

ものである｡作者は張伸茄と思われているが,輿論も

あr)碓かなことは不r刑であるO西府200年頃のは凧型

があったとされるが,この点についても確実なこと

は不l刑である｡本fLpl.;所JLi'i本は,江戸Et糾じ初期の京都の

ilF林小野Tfl右術r"‖丘伴によって,究永7年 (1630)
に加 点新劇されたもので

あり.ili韮な資料といえ
る｡近作は東福寺の学僧
文之の門に学んだことが

あり,l刑 E,Lに白点を付し

て･Tilrrしたものとして注

E]される復刻AltFてあるC

｢柚灰｣との所ll'i印なら
びに三,y!lll:があり,飛師詣

LLlの医師仙原家で川いら

れていたものと判明し.

興味深い｡

次に緋経本丑

である｡雛経本

滋とは1366年に

.'JJ.された那_経の

例説粥である｡

著邪 は元の Tilj

持｡経線についてのこれ
までの注解皇‡の正誤をiE

L,E'1己の脈説を述べた

ものである｡

この粍経本≡掛ま,上 ･

下の 21ruに分かれてい

た｡いたるところに朱で

IF:･かれたきれいな叩き込

みがある｡このiL!Jき込み

も洪文でなされており,

昔の日本人は字が上手で
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あったと驚かされる｡

本at:の椛成は以下の如くである｡

〈粍経本鶴巻之｣一〉
序

1難～22稚 脈学

23維～29鮒 経路

30錐 臓帖

紺た経本栽巻之下〉

31雛～47難二 股帖

48難～61難 疾病

62難～68粗 脹穴

69鮒三一81稚 針法

難鹿とは,(兼帯八十一株経)ともいう｡素地人に

よって重きかれたとぎれる0本書目ま設問方式で編纂さ

れている｡本譜-は (内経)とならんで針灸学の韮本

となっている古物であるO本館所蔵本の巻末には,

｢山本長兵衛新版｣と刻されている.残念ながら刊
年は記されていない｡r慶長以来か出韻覧Jによれば,

山本艮兵衛は蒐永年間に開業した京都の代表的な版

元である｡金屋と号し謡曲本の版元として有名であ

るが,享保13年 (1728)には r医学正伝或問諺附j,

宝懲11年 (1761)には,r侶共通玄発信Cj等の医王!-ち
出版している｡

むき込みの分析から,今後,刊年や譜-誌的特質を
考察してみる必要があろう｡

仲田論とは,1247年頃中BJで作られたものである｡

李氏による 〈内

盟)の ｢人は水

穀を以て本とな

す｣を根拠とし

脚･FI]=lrを補益する

重要性を強調し

た古物であるO

また,飲食など

で生ずる牌胃病に対 し

て,補中議長気尚などが有

効であることを述べてい

る｡この壬‡は牌胃論学説

の基本的享年物で,漠方の

重要な古1,1LLの一つであるO

乾 ･坤の2冊にわかれ

ていた｡乾には序および

日銀ならびに巻之一 ･二

がarl=かれ 坤には巷之
三 ･凶があった｡難経本

蔓

を又量
rJz.･q要
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兼と同株に京都の壬持lt‖J

本長兵術が新版で出した

ものであった｡訓点が刊

されており,医家に重用

されたものと思われる｡

LIp主脳とは('_忘il掌紋)≪耗

弱;･内旋J_iIJ.li枢経)とい ､うO

く内経)を,lvA耗している

一部である｡131lほ子は9巻

81荒講であり.また(針経)

(九巻)ともい

う ｡沃プ7用語大
辞典によると,

隅唐の峠に,多

くの典なった名

称の伝本が,lh現

したが,(九17.A,,:)
く九櫨)('iL.'i枢)

を包括 してい

る｡末代以後.

原本および伝本

は多くぱらぱら

になってしまい

現在の (:志枢)

の伝来は,前夫

の史総の家蔵9
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巷にもとづき,重ねて新しく編集し,24巻となった0

本:11と く素間)の内容はよく似ており,経絡,針灸

が許しくさEかれているが.運気学説は略されてあ

るo韮礎野論と剛 訪 面を紹介し,様 棚 の内容を 勺
補充し明らかにしているOこれは針灸療法の並数･文

献であり,歴代の医家の重視するところとなってい

る｡

このうち,私が見せてもらったものは,黄帝内接
iTz枢経巻之五～八であるO巻之--臥,巻之九は,

残念ながら所蔵さtl_ておらず,通例撮終巻にある刊
記 が不明である｡

｢勝股蔵王吉｣とのJIJiiait圭一印があり.勝股家から昭和

31年に寄贈をうけた-alAである｡朱諾=きによる訓点

の訂正.語句-の注むきなどfLLtき込みが多数あり,

深く考究された跡がうかがえ興味深い0本a1-の譜-誌

上の位置づけについてはかなりの傍証資料が必要で

あり,今後の課題とせざるを得ないC

(ふじわら ひさよし 医学部教授)

(本図号!F-の配苗ゴ場所 特別ヂ沖卜フイルム蛾)
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